
小特集･ファクシミリ

ファクシミリとOCRシステム
Facsimile and OCR SYStem

近年,情報処理システムの一手段として,ファクシミリの出力情報(′受信画)をコ

ンピュータに入力することが強く要望されている｡この背景のもとに,日立製作所

は高速ファクシミリとOCRを利用したファクシミリ及びOCRシステムを,情報処

理作業の効率化を目的として開発した｡従来のOCRシステムでは,OCRが設置さ

れている場所まで入力イ去票を郵送するのが一般的であった｡このシステムは,人力

伝票の送付手段にファクシミリを使用し,ファクシミリ受信画をOCRで読み取り,

コンビュ【タへ人力する情報処理システムである｡

この論文は,ファクシミリとOCRシステムの背景及び位置ずけ,並びに両者を結

合するための実現手段,システムの特長,運用例などについて述べる｡

m 緒 言

画像情報の処理に閲し,通信分野ではファクシミリがあり,

コンピュータ分野ではOCR(OpticalCharacter Reader:

光学文字読取り装置)による方式がある｡ファクシミリは書

かれているものをそのまま伝送するが,OCRは善かれている

ものをコード情報としてコンピュータに入力し,処理を行な

って出力する機能がある｡ファクシミリで送‥受信されるデ

ータには各種伝票類など,コンピュータ処理を伴うデータが
多くある｡これらのデータは,キーパンチなどで入力データ

を作成し,コーンピュータ処理されているのが通常である｡こ

れらをOCRに直接読み取らせることができれば,ファクシミ
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リ とOCRの結合による事務のi充れの円滑化を図ることがで

き,オフィ ス合王聖化の推進に大きく寄与する｡

臣l コンピュータとファクシミリの接続

2.1 背 景

ここ数年米ファクシミリの伸びは著しく,あらゆる企業で

ファクシミリの導入が急速に進んできた｡その理由は,オフ

ィ スワークの効率化をねらったものである｡このような背景

のもとに,ファクシミリの普及につれて,ファクシミリ とコ

ンピュータとを結(ナした有機的なシステム実現の要求が高ま
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図l ファクシミリからのデータをコンピュータへ入力する方法 国中(a)は,ファクシミリの情報を直接OCRに入力する方式である｡(b)は本論

で述べる間接入力方式であり,(0)はOCRそのものの機能を示す方式である｡
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ってきつつある｡

(1)ファクシミ

(2)ファクシミ

(3)ファクシミ

りも安価であり,

信が可能となり,

その背景には,

りが手書きの画イ象を扱っていること｡

りのオペレーションが容易であること｡

り端末の価格は一般的にコンピュータ端末よ

-一方,国際標準規桁化により,各社相子ヲニ通

今後よりし､っそう普及するであろうこと｡

などの理由が挙げられる｡

2,2 接 続

次にファクシミリとコンピュータの接続を分類すると,‾卜

記の二通りになる｡

(1)ファクシミリをコンピュータの人力機械として利用する

こと｡

(2)ファクシミリをコンビュ【タの出力機械として利用する

こと(例:本号′ト特集論文｢ファクシミリ応答装置+参照)｡

(3)コンピュータをファクシミリの交換機として利用するこ

と(例:本誌第60巻,第10号掲載｢日立パケ･ソト交根システム

"HIPA-NET''用ファクシミリの端末+参肘)｡

2.3 コンピュータへの入力

ファクシミリからのデMタをコンピュータに入力する方法

を図1に示す｡同図にホすとおり(a)方式は,ファクシミリの

′受信紙を媒体としてコンピュータとの接続を行なう方式であ

り,一最も変更の少ない方式である｡(b)方式は,電気信号によ

りコンピュータとの接続を行なうもので,文字認識部が特殊

仕様となる｡また(c)方式では,遠隔OCR■の思想となり,硯二伏

OCR入力帳票
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■
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OCR入力帳票

ファクシミリ

電話回線

では端末が高価となる｡

これらのノ丈から,(a)方式を現実的な解として取り上げた｡

(a)方式ではこのほかに,文書伝送を併せて行なうことができ

るため,多目的にファクシミリを使用することができる｡

本論‾丈では上述の受信紙を媒体としたファクシミリとOCR

システムについての仕様,適用例などについて概要を述べる｡

田 ファクシミリとOCRシステムの概要

図2にファクシミリとOCRシステムの基本原理図を示す｡

従来,OCR入力帳票は郵送などの手段により,OCRのある

場所まで運び処理していたが,ファクシミリとOCRの結合に

より郵送などの手段をなくL,直接OCRへ入力でき,効率的

な処車型が行なえる｡

これらの製品の外観を図3,4に,装置仕様を表1,2に,

OCRグ)システム機台削鞋成を図5にそれぞれ示す｡

田 ファクシミリとOCRシステムの開発

ファクシミリとOCRは文字を読み取るというノ.1よでは芙削比し

ているが,ファクシミリはJ壬_1力帳票を人間が見て読み取るた

め,精度の粗さはある程度許容できるという条件で設計され

ているのに対し,OCRは機械が読み取るため,帳票精度が要

求され,両者をそのまま組み合わせ,ファクシミリで出力さ

れた帳票を即OCRで読み取らせることが閃難であった｡

ニれらの問題を解決する手段として,

ファクシミリ受信画

ファクシミリ
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郵送
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図2 ファクシミリとOCRシステムの基本原理図 この図の点線で囲んだ部分が従来の情報処理の方法であることを示L,ファクシミリとOCRシステ

ムの示吉舎により情報処理の合理化が図れる｡
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図3 HF550形ファクシミリ装置の外観 右半分が自動給紙装置を

含む原稿送信部で,左半分が自動カッタを含む受信記実録部である｡
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図4 H】TAC T-550/30分散形OCRシステムの外観 左側半分が

紙送り,スタッカを含むOCR部であり,手で持っている箇所がフロッピディス

クである｡また,右側はディスプレイと操作部である｡



(1)OCR側では,

ファクシミリを介することによって生ずる原帳票の精度の低

下(文字の位置ずれ,ひずみなど)を補正する機構の開発｡

(2)ファクシミリ側では,
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0CRに入力するための強度をもつファクシミリ受信紙(静

電記録紙)の開発,受信カッタの高精度化,送信の際の帳票

の位置ずれ(スキュー)低i成及び文字の欠けを防止するための

読取りレベルの改善を行なった｡

表】OCR用ファクシミリ装置仕様 この仕様は標準ファクシミリを基本としており,異なるところは表中に示す(注り-(注6)の点であり･標準ファ

クシミリとLても使用できる｡

機 種

項 目

A 4 横 B 4 機

HF950×一A,OCR HF550X-A,OCR HF960×-A,OCR HF560×-A.OCR

送 信 走 査 方 式 イ メ ージセ ンサ に よ る 固体電子平面走査

原 稿 サ イ ズ 幅】20～257mmX長さ 2川mm(注l) 幅120～29了mmX長さ 2】Omm(注2)

有 効 画 面 幅 最小20lmm 標準 最小240mm ワイド時278mm(う主3)

電 送 時 間 約 20 秒 約 40 秒 約 20 秒 約 40 秒

走 査 線 密 度 主走査8本′/mm,副走査7.7,3.85,2.57本′/mm(注4)

伝 送 速 度
9,600/7.200/

4′800/2′400bps
4′800/2′400bps

9′600/7,200/

4′800/2,400bps 』4′800/2′400bps
帯‡或 圧 縮 方 式

2次元逐次符号化方式(リードコーディング)

l次元符号化方式(モディファイドハフマン方式,日立方式)

記 錦 方 式 乾 式 静 電 記 録

記 録 紙 サ イ ズ 216mmX65mのロール紙(注5) 25了mmX65mのロール紙(注6)

電 源 AC100V±=】% 50/60Hz

消 費 電 力 待1幾時35VA,送信時350VA,受信時550VA

外 形 寸 ミ去 幅780×奥行590×高さ315(mm) 幅950×奥行550×高さ900(mm)

重 量 7 5kg l10kg

温

度

OCR専 用(注7) 動作時:10-350c 非動作時: 0-500c

般(;主7) 動作時: 5-350c 非動作時: 0～50Dc

湿

度

OCR専 用(注7) 動作時:35-70% 非動作時:10～85%

般(注7) 動作時:35～85% 非動作時:10～85%

備考:注妄況明

;主】-6

ー

2

3

､王

主

主

OCRの入力帳票以外の使い方(一姫)の場合.仕様は下記のとお

りである｡

幅120-257mm,長さ80～l′500mm

幅120～297mm,長さ80～l′500mm

B4機にはワイド機能があるが,この場合.画像が縮小されるので

主

主

主

ふエ

OCR入力帳票の伝う去には使えない｡

OCR入力帳票の伝送は,副走査7.7本/mmに限る｡

Z16mmX tOOm(用紙厚50kg相当)のロール紙でも使用可｡

25了mmX=】Om(用紙厚50kg相当)のロール紙でも條用可｡

OCR専用とは,OCR入力用帳票の受信側のファックス装置であり,

舷とは,その他のすペての場合である｡

表2 HITAC T-550/300CRシステムヰ幾器仕様 この仕様は,OCRシステムの一舟貰的仕様を示す｡

項 目 内 容

帳 票 寸 法
長さ:88.9～305mm 幅:58.4～265mm(ただし,長さ0.5≦幅≦長さ2_2)

厚さ:0.】0～0.17mm(70-123kg紙)

盲読 取 り 文 字 種

手書き文字 数字:0～9-スペース.英字:A～Zスペース

片仮名:｢ア+～｢ン+■l■'-スペース(ただし｢ヲ+は除く｡)記号:=,十,一,/,その他

活字(OCR-Bフォント)数字:0～9一 美字:A～Z

読 取 り 文 字 数
手書き:最大46字/行,32行/枚

)舌 字:最大82字/行,3Z行/枚(ただし,l帳票当たりI′600字以内)

処 理 速 度 最高約50枚/分(帳票長さ90mm,手書き数字10文字でl行の場合)

出 力 媒 体
フロッピディスク

通信回線(公衆:l′200bps,専用:l,200/2.400bps)

ホッパ及びス タ ッ カ ホ ッ パ:約300枚×l

容 量 スタッカ:アクセプト用 約300一枚×l,リジェクト用 約100枚×I

デ ィ ス プ レ イ / ディスプレイ:40字×16行 9m CRT

キ ー ボ ー ド キーボード:整配列(英字,数字,片仮名,記号)

外部条件

寸 法 OCR部:幅750×奥行870×高さl.160(mm),操作部:幅650×奥行650×高さり00(mm)

重 量 OCR部:300kg,j乗作部:70kg

電 源 電圧AC100V,単相50/60Hz.所要電力3kVA

発 熱 量 約l′500kcal/h

周 囲 条 件
動作時:温度10～35qC,湿度35～7(〕%RH

停止時(電源オフ):温度4～43dc,湿度8～90%RH
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HT-5503-11

HT-5503-12

基本システム

●読取り文字種

手書き数字

OCR-Bフォント数字

●データチェック機能

アイテム内チェック

アイテム間チェック

帳票間チェック

●処王里モード

即時修正モード

連続モード

●諸機能

帳票1枚言売取り終了時のディス

プレイ表示

読取り帳票枚数のディスプレイ

表示

H-8959 0CR帳票処理

●キーボード

●ディスプレイ 40字×16行

●フロッピディスク装置1台

戸B､

1ヰ′0､昏

--.汐.を完Rて一日フォー汐

三B ㌢ト､意

十干
零(韓立推当 る

H芋｢..F55Q3w22､

●手車零薬事

′昏03-2豊
き}真髄名

き葺 り′機

●

拘羊二千千昏503一等
プログラム記=

､●

､ト拡張機タ
′･事多葦⊇

て山羊5583-

イモプチ修茸

3.】4宏

璧≠

ーE.5583こ43 チ′才ノギIjナング

帳票嚢準へ､叫亨享砲車要を酔客

ー滋

∨′し警報苧

ー4竜 ヲァ′-メ

ネ鮭力嬢票ダ

帯丁長
フ タ

f頚503ヰ奄1
軍オナマ､､ty､声′着動選択
●.1qQ穫揉まやめ帳票濃

巨55申3三撃､1..′ご宅デ串ア

5.き8萱.ご;8.2′.モぎ峯.ア
昏5¢3■-83てモデムヂ.ダブ

衆鳳穣一浅208
帝国操,...､1′,20苧
馬回線,2.譲如‾5

3註70ヂリ串タ
裏綻棄てダブタ

壬..て′ 涛ノレ
0ミン･ス

注:* HT-F5503-44
一般ボールペン読取り機構を付加した場合,青系統のドロップアウトカラーは使用できない｡

* HT-F5503170 プリンタ接続機構及びHT-5332-11プリンタは,HT-5503-12基本システムにだけ接続できる｡

4.1位置ずれの補正

OCRの帳票には図6に示すような各行右端に行位置を示す

レファレンスマーク,第1行長左部にスキュー補正,帳票伸

縮検出用のペリファイマークがプレ印刷されている｡OCR読

取時でのスキュー要因としては,OCR内での紙送りスキュー

に加え,ファクシミリで出力される際に発生する帳票上の画

面のスキューがあり,従来以上のスキュー補正の強化が必要

となる｡このため,第1行のレファレンスマークと〈ミリファ

イマークの縦方向の位置ずれを検出することにより,文字パ

ターン取込み位置をダイナミックに補正する処理を加えた｡

一方,ファクシミリ側でのスキュー補正については,多数枚

の送信原稿を一枚ずつ自動的に送り出す給紙部の改善を行な

った｡

4.2 ファクシミリ出力帳票(静電記録紙)

OCRではOCR用紙(JIS C-6253で規定)を入力すること

を前提に紙送り機構が設計されているので,ファクシミリ用

記録紙をそのまま入力するとミスフィード率が高くなるとい

う問題が発生した｡このため,ファクシミリ受信紙の紙質の

改善,すなわちOCR用紙にできるだけ紙質を近づけることが

必要となった｡性能上特に紙厚,腰の強さに重点を置き開発

32

ペ事J

図5 0CRシステムの

寸幾能構成 HlTAC T-

550/30分散形O C Rシステ

ムはH T-5503-11を基本シ

ステムとし,付加機首巨とL

て右側に示Lたものがある｡

新たにファクシミリ出力帳

票読取り機能を追加した｡
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図6 入力帳票仕様 OCR入力用ファクシミリ送信原稿の帳票フォー

マットの例を示したものであり,手書き文字枠の中に伝達したい文字,記号を

記入する｡



表3 系氏質特性表 OCR用紙とファクシミリ記録紙の紙質特性を示す｡

上表中のOCR用ファクシミリ記毒蚕紙が,OCRへの入力とLてこのたび開発し

たものである｡OCR用紙の特性は,概略+lS C6253と同じである｡

項 目 単 イ立
70kg用

OCR用紙

OCR用

ファクシミリ

用記金蔓紙

1票準

ファクシミリ

用記金蔓紙

坪 量 g/m2 83.7 97.3 59.5

厚 さ mm 0.105-0,120 0.110 0.07

平 さ骨 度 S 20--･60 33 32

剛 度

M.D mg 150以上 256 37_7

C.D mg 100以上 】38 26.5

破 裂 強 さ kg/cm2 21よ上 3.6 0.8

引張り強さ

M,D kgハ5mm 9一-･ll l】 4.l

C.D kg/15mm 6-8 7 3.5

摩 擦 係 数 0,3--･0.6 0.62 0.5

不 透 明 度 % 80～90 85 73

;主:略語説明 M.D(Machine Direclion)

C.D(Cross Directiorり

を進め,製紙メーカーと共同検討を行ない,表3に示す紙質

の記録紙を実用化した｡

4.3 ファクシミリ受信画の品質

フ7クシミリ′受信画で文字欠け,文字抜けはOCRの読取り

率に大きく影響する｡OCR帳票に記入された‾文字,記号など

をフ7クシミリで正確に読み月文るようにするため,ファクシ

ミリ送信部の原稿読】枚リレベルを改善した｡

4.4 ドロップアウトカラーのi塞定

OCRは帳票上のどの部分を読み取るかをあらかじめ規定し

て,文字を読みⅠ扱っていく｡そのため,帳票上にはOCRでは

検出できないドロップアウトカラーで読み取r)令郎或及び文字

枠を印刷し,その枠の中にデータを記入する｡一方,ファク

シミリは原則として帳票中のどのような色でも送信できるほ

うがよいことが多い｡OCRとファクシミリとでは読取リレベ

ルが異なるため,OCR指定のドロッ70アウトカラーの中から,

表4に示すファクシミリにも適用できる色を選択した｡
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B 検討結果

4章で述べたように,ファクシミリとOCRを結合するため

に種々の改良を行ない,実用化できる結果を得た｡

実用化に閲し最も重要なものは,ファクシミリの受信画を

OCRへ入力Lたときの読取り率である｡ファクシミリ仁く送に

よる画質低下は,フ7クシミリそのもの及び電話回線の品隻手

により影響され,結果としてOCRでの読取り率を悪くする｡

ファクシミリ受信i･白了をOCRへ入力したときのOCRの読取り

率は,OCR帳票へ文字を記入するとき,標準字体を見ながら

記入したときのレベルとほぼ同じである｡電話回線の品質に

よる影響は,ファクシミリの電送速度を遅くすることにより

改善される｡

田 ファクシミリとOCRシステムの特長

(1)きめ細かく奥行の深いネットワークの実現

日本仝臥 ファクシミリを設置できる場所ならどこからで

もOCRの入力データを送信することができる｡

(2)ターンアラウンドタイムの短縮

OCR帳票の送付方法が2～3日かかっていた郵送からファ

クシミリ伝送に切り換えることによl),データ処理が行なえ,

ターンアラウンドタイムが短縮できる｡

(3)システムの柔軟件の発揮

OCRのデータエントリ用原帳票には,配送先の地図などは

記入できなかったが,ファクシミリを利用することにより,シ

ステム範囲が拡大され,多様化に対処できる｡

(4)操作性の向上

ファクシミリそのものの操作が簡単なため,容易に入力デ

ータが伝送でき,人的要因による入力院路が解消できる｡

l凶 ファクシミリとOCRシステムの運用例

図7に｢受注出荷システム+の例について示す｡ニのシス

テムは,得意先から受注した営業所で,受注伝票(ファクシ

ミリ送信紙)に商品コード,数量などの必要事項を記入し,

日立ファクシミリ"HF550''で配送センタ(出荷部門)に伝送

する｡ファクシミリ送信紙は,HITAC T-550/300CRの人

力帳票形式でフオ∽マソティングされているため,ノ受信部署

では,′受信紙になんら手を加えることなくそのままOCRで読

表4 ドロップアウトカラー 手書きOCR帳票の文字記入枠部に使用L,OCR及びファクシミリでは読み取らない色である｡

項番 フ ァ ク シ ミ リ
r株式会社日本ビジネス

コンサルタント
大日本印刷株式会社 トッパンムーア株式会社 小林記三緑紙販売株式会社

l
A4,B4判ファクシミリ

共通ドロップアウトカラー

5106-H30

フライトグリーン

D25】-H30

マリンフ′ル

75-H30

グリーン

130l-H30

パルグリーン

l10卜▲H30

グリーン

0502-H30

スカイグリーン

D22l-H30

パステルグリーン

+

Dl14-H30

レディシュオレンジ

D104-H30

オレジジ

620l-H30

ライトブルー

750l-H30

イエローオレンジ

2

2301H30

A4判ファクシミリだけの;
フうウン

5l-H30

オレンジ

(項番1も使用可能).
2310-H30

ベールブラウン

B4判ファクシミリだけの

3ドロッ70アウトカラー

(項番lも使用可能)

7021-H30

ブルー

l

l

l
r

l
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遠賀 営業所

受 注 伝 票
(ファックス送信紙)

HF550×か兵0()R

安 宿

OCR入力伝票
(ファックス受信紙)

ii≡

H一丁AC､T-5う0/30

分散酪PCRシステ糸

図7 ファクシミリとOCRシステムの運用例

本社計算センタ

配送センタ

出荷実額データ

HF550X-A OC;.R

OCR入力伝票
(ファックス受信紙)

t■

海i

HITAe ト550ノ/30

分散形OCRシステム

HITAC L¶32Q

発散処理用
コンピュータ

売上伝票

出荷指示書

■
芯ご:芸?

HITAC M/しシリーズ

コンピュータシステム

この運用例は,受注から出荷までのシステムについての例を示Lたものである｡

み取らせることができる｡このとき,HITAC T-550/300CR

では′受信紙のプログラムの指示に従って自動的にプログラ

ムがロードされ,帳票データを読み取る｡フロッピディス

クに蓄えられた各支店のOCR出力データは一一括して配送セ

ンタに伝送したり,また直接HITAC L-320分散処理用コン

ピュータにフロ､ソビディスタをセ､ソトして,売上伝票及び出

荷指示書の発行を行なう｡また,先に配送部内で受信した受

信紙そのものは,配送先略図やデータ処理の対象とならない

特別のコメントが記載されているため,出荷指示書に′受信紙

を添付して出荷係へ回付する｡営業所に対しては出荷報告と

して売上伝票をファクシミリで返送する｡本社計算センタに

は,HITAC L-320分散処理用コンピュータから出荷実績と

してデータを一括伝送する｡

このシステムの特長として,

(1)ファクシミリにより,スピーディで確実なデータ収集がで

き,各営業所,支店で発生する伝票を合理的に収集できる｡

(2)ファクシミリにより受信された伝票を,OCRシステムで

そのまま読み取れるので,業務の簡素化が図れる｡
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(3)OCRを設置した配送センタなどを中心として,ファクシ

ミリ通信により各営業所を結ぶという経済的で大規模なネッ

トワークを構成することができる｡

田 結 貫

以上述べたように,ファクシミリ受信祇を媒体としたファ

クシミリとOCRシステムの実用化を実現したが,更に高品質

のファクシミリとOCRシステムを実現するために,図1の(b)

方式が現在考えられている｡ファクシミリとOCRのデータエン

トリシステムは,情報化分野での技術革新の大きなインパク

トとなりつつあり,今後ますます情報化時代の進展につれて,

ファクシミリ とOCRシステムが必要になるものと予想され

る｡日立製作所は,今後よりいっそう効果的な情報処理技術

の開発を進めてゆく考えである｡
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